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きみつ

表紙の紹介　　　　　　    Brilliant・Bell
　　　　       （ブリリアント・ベル）
白いベールのような花から、未来を輝かせる新し

い門出に、お祝いの鐘の音が届きますように…と祈
りを込めて名づけられたカラーです。
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代表理事組合長
江澤　武夫

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
Ｊ
Ａ
き
み
つ
の
各
事
業
に
深

い
ご
理
解
の
も
と
、
ご
協
力
ご
支
援
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
も
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍

前
に
戻
っ
た
よ
う
で
す
が
、
先
の
見
え

な
い
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

中
東
情
勢
の
悪
化
、
急
激
な
円
安
に

よ
る
物
価
上
昇
が
続
き
、
消
費
生
活
に

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
を
取
り
ま
く
環
境
は
、

生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
、
世
界
的

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長	
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澤　

武
夫

常
務
理
事
（
総
務
担
当
）	

能
城　
　

勝

常
務
理
事
（
経
済
担
当
）	

大
古　

政
昭

常
務
理
事
（
金
融
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総
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総
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委
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経
済
委
員
長	

多
田
雄
一
郎

経
済
副
委
員
長	
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経
済
委
員	
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済
委
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孝

経
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美

表紙の「みずき」「迎春」の文字を書家

原田兆
ちょうしょう

祥（峯岸佳奈）さんに
書いていただきました

兆祥さんは、富津市
出身。6歳から書道を始
め、JA共済書写コンクー
ルでも何度も特別賞を受
賞。令和 6年第 40回読
売書法展では、読売俊
英賞を受賞し、第 73 回
千葉県美術展覧会では、
最優秀賞の県展賞など
数々の賞を受賞されてい
ます。30 年の書道経験
を生かして令和 4年に富
津市大堀で原田書道教室を開きました。
「本年が皆さんにとって幸多い一年になり
ますように」という思いをこめ
て新年にふさわしい文字を書
いていただきました。

▲▲読売書法展読売書法展
受賞作品受賞作品

（縦240cm×横60cm）（縦240cm×横60cm）
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な
物
価
高
が
進
む
な
か
農
産
物
へ
の
価

格
転
嫁
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
営
農
の
継

続
が
危
機
的
状
況
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

令
和
6
年
5
月
に
は
、食
料
・
農
業

・
農
村
基
本
法
の
改
正
に
と
も
な
い

県
下
の
17
Ｊ
Ａ
は
、5
月
10
日
に
千
葉

県
選
出
の
与
党
衆
参
国
会
議
員
に

①
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
た
施

策
の
具
体
化
②
農
業
の
持
続
的
発
展
と

農
村
振
興
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
に
要

請
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
7
月
23
日
に
は
Ｊ
Ａ
千
葉
中

央
会
を
始
め
県
域
5
団
体
で
、
千
葉

県
知
事
に
「
千
葉
県
農
林
業
施
策
・
予

算
編
成
に
関
す
る
要
請
」
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、行
政・

関
係
機
関
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
10
月
21
日
に
は
3
Ｊ
Ａ
合

併
20
周
年
を
記
念
し
て
「
感
謝
の
つ
ど

い
」
を
行
い
ま
し
た
。
丘
み
ど
り
さ
ん

の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
組
合
員
・
利
用
者
の

皆
さ
ま
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

11
月
27
日
に
は
初
め
て
、
大
口
水

稲
出
荷
者
と
の
意
見
交
換
会
を
開
き

ま
し
た
。
多
く
の
意
見
·
要
望
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
令
和
７
年
産

米
の
集
荷
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

12
月
7
日
に
は
、
農
業
振
興
と

収
穫
の
喜
び
を
生
産
者
と
消
費
者

で
分
か
ち
合
う
「
農
業
ま
つ
り
」

を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
初
年
度
と
な
る
「
第
九

次
経
営
刷
新
3
カ
年
計
画
」
と
、
最

終
年
を
迎
え
る
「
第
六
次
農
業
・
地
域

振
興
計
画
」
を
着
実
に
実
践
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
経
営
基

盤
の
確
立
・
強
化
に
向
け
、
組
合
員
と

の
対
話
を
基
に
意
見
・
要
望
を
活
か
し

た
自
己
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

経
済
事
業
は
、「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
農
業

の
活
性
化
」
を
進
め
る
た
め
、
組
合
員

お
よ
び
関
係
機
関
と
の
一
層
の
連
携
強

化
を
図
り
、
事
業
展
開
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

信
用
事
業
は
、「
農
業
」「
地
域
」「
く

ら
し
」
へ
の
貢
献
を
テ
ー
マ
に
、
引
き

続
き
農
業
関
連
資
金
を
重
点
に
置
い
た

貸
出
金
の
強
化
や
資
産
形
成
・
年
金
・

相
続
相
談
な
ど
、
組
合
員
・
利
用
者
に

寄
り
添
っ
た
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

共
済
事
業
は
、
農
業
・
地
域
社
会
を

よ
り
広
く
・
よ
り
深
く
支
え
る
た
め
に
、

組
合
員
・
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
い
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
・
農
業
」

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
総
合
保
障
の
提

供
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、『
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
Ｊ
Ａ
』
そ
し
て
『
地
域
に
愛
さ
れ
る

元
気
な
Ｊ
Ａ
』
づ
く
り
に
引
き
続
き
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
改
め
て
お
願
い
申
し

上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

経
済
委
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小
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経
済
委
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奥
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経
済
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金
融
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田
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金
融
共
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金
融
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金
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金
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紀

金
融
共
済
委
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髙
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光

金
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共
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安
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敦

金
融
共
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委
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長
谷
川
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子

代
表
・
常
勤
監
事	

花
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崇

員
外
監
事	

須
田
美
佐
男

監
事	

宮
崎　
　

茂

監
事	

森　
　

幾
夫

監
事	

黒
川　
　

悟

	

外
職
員
一
同役員のみなさんが本店の花壇に、パンジー・ビオラ

の花苗を定植しました。

11
23 役員による花いっぱい運動役員による花いっぱい運動

３ＪＡ合併 20 周年感謝のつどい ３ＪＡ合併 20 周年感謝のつどい 
演歌歌手 丘みどりさんへ演歌歌手 丘みどりさんへ

地場産の農畜産物の宝船と花束を贈呈地場産の農畜産物の宝船と花束を贈呈
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組合員組織代表者が語る

新年の抱負令和
７年

2025年がスタートします

年金友の会

親睦旅行に
グラウンド・ゴルフと友と

会　長　山田　正幸

君津園芸組合

新たな役割の模索

君津園芸組合員は現在13人で、以前より少なくなり
ましたが、一人ひとりの管理面積はその分拡大する傾向
にあります。
それに伴い、現在の各種作業の効率化や、新たな品目
検討のための情報収集を行ったり、また農家同士で相談・
連携すべき事項もあると思います。
この数年で多くの活動は一旦休止状態となっていまし
たが、まずは事務局も含めた横の連絡を取りやすくし、
新たな役割を模索してまいりますので、引き続きご指導
のほどお願いいたします。
また君津市内で園芸作物を作っている方は是非仲間に
加わっていただけますようお願いいたします。

組合長　宮本　雅之

女性部

女性パワーで地域貢献を！

部　長　長谷川  はる子

富津青壮年部農生会

ワンチームパワーで
活気を

富津青壮年部農生会は20代から70代までの幅広い
年齢層ですが2代目の後継者や新規就農者を部会員とし
て切磋琢磨しながら活動しています。今後は女性にも加
入していただけるよう考えています。いろいろな生産者
の集合体なので資材高騰対策や、気候変動対策などの情
報を交換して栽培技術の向上に努めています。
また、愛する地元だからこそ部会員でワンチームにな
り、各活動に積極的に参加して活気ある地元づくりを手
助けできるように、より一層励んでいきます。

部会長　安田　敦

今年はどんな年が訪れるのでしょうか？
新年の幕開けにふさわしく、組合員組織代表者に
「新年の抱負」を語っていただきました。

新年を迎え女性部としての活動を考えるとき、どうしても
欠かせないのが、管内の新1年生に贈る「ふくろうのお守り」
作りです。この活動を始めてすでに10年。この間、何人の
子ども達の背中で鈴の音を鳴らし、輪禍から守ってきた事で
しょう。黄色いランドセルを見ると思わずふくろうを探し「こ
の子をしっかり守ってね」と心に祈ります。年々子どもが少な
くなっている現在。各家庭のみならず地域にとっても大切な
子どもを見守るこの活動は地域貢献として今後も続けていく
べき大事な活動です。3市に10支部ありますが、各々バス
研修・ボウリング大会、調理実習などを通して交友を深めて
いますが、部員の高齢化が進む中、新規加入者が少ないの
が現状です。私たちの活動に少しでも興味を持たれた方は是
非仲間になってください。女性パワーで地域の活性化に務め
ましょう。連絡おまちしております。

令和6年の大事な行事では最高の天候に恵まれ、会員
皆さまのご協力に感謝をしております。
おかげ様で会員数1万3775人、年金の振込額も年間
155億円となっています。これも皆さまのご努力と感謝
申し上げます。
昨今、年金受給対象者が減少していく中で、会員数の
増加を図り、年金友の会の活動を盛り上げていくところ
でおります。集会などの機会がありましたら参加をして
協力をお願いをしたいと思います。
コロナ、インフルエンザの感染が流行しておりますが、
令和7年もきみつ親善グラウンド・ゴルフ大会、親睦旅
行などの活動を計画しています。会員相互の交流、健康
増進、健康寿命を延ばしていきたいと考えております。
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組合員組織代表者が語る

新年の抱負令和
７年

2025年がスタートします

天羽園芸部会

活気ある地域農業を
目指して

私たち天羽園芸組合は、食用ナバナやサヤインゲンを
中心にキャベツ・レタスなど多品目にわたり年間を通し
て栽培が行われております。
ここ数年、我々生産者を取り巻く環境は大変厳しく、
気候温暖化や獣害などによる生産量の減少、生産コスト
の高騰など様々な障害がある中での農業となっていま
す。このような状況の中で、なんといっても共通の問題
を抱える生産者同士でのコミュニケーションが大切で
す。情報交換の場など横のつながりを天羽園芸部会を通
じ活発な組織、活気ある天羽地域を目指して役員はじめ
部会員の皆さまにご協力を賜りながら多くの課題に取り
組んでまいりたいと思います。

部会長　安田　正美

ブルームネット

君津ブランドとして

新年明けましておめでとうございます。
今年で販売開始4年目となる県育成品種のブリリアン
ト・ベルは、市場では好評をいただき、引き合いも強く
なっている様です。今後出荷量が増えていく予定ではあ
りますが、夏の猛烈な暑さの影響で球根の夏越しが難し
くなってきています。関係機関より知恵を借りながら、
安定供給に向けて生産力の向上に努めていきたいと思い
ます。
君津の風土が育むカラーは、その鮮度や品質の高さか
ら多くの信頼をいただいています。ブルームネットは小
規模な組合ならではの柔軟さと丁寧な対応を大切にしな
がら「君津ブランド」としての信頼を更に高めていくこ
とを目指します。

代　表　松崎　航
きみつ農業青年部

若い世代が地域で
協力できる場所づくり

きみつ農業青年部は、小櫃地区の部員を中心に野菜栽
培、直売所のイベント協力などの活動を続けています。
昨今は気候変化や災害の激甚化、資材費の高騰、特に
私の住む上総地域では獣害の悪化など農業を取り巻く環
境は厳しくなっていると肌で感じます。
それぞれの農業の経営技術の向上を高めるとともに、
地域で協力して支え合っていく力を高めていく必要があ
ると思います。
これからは、若い世代でよりよい農業を発展できるよ
うな場所に青年部をしたいと考えています。

部　長　栗原　克典

袖ケ浦稲作研究会

安心でおいしいお米を

米を取り巻く状況は厳しく、肥料・燃料・農機具の価
格上昇、また米価の低迷が続く中、昨年は令和の米騒動
がおこり、米の値があがり希望が見える年でした。当研
究会として学校給食米への取り組み、食味コンクールの
実施、PR活動として「ゆりの里」でのすくいどり、そし
て新規需要米への取り組みを
図ってきました。
令和7年度も会員相互の協力
により、みなさまへ安心でおい
しい米を提供していきたいと
思います。

会　長　石川　和利

味楽囲直売部会

味楽囲から新鮮で
安全な農産物を

新年あけましておめでとうございます。
旧年中は味楽囲直売所をご愛顧いただき、誠にありが
とうございました。
生産者の皆さまにおかれましては、日々の農作業に加
え、直売所運営へのご理解とご協力を賜り、深く感謝申
し上げます。
おかげ様で、今年も多くの皆さまに新鮮で安全な農産
物をお届けできます。
令和７年も、お客様には「美味しさ」と「笑顔」を、生
産者の皆さまには「やりがい」と「活気」をお届けできる
よう、スタッフ一同精進してまいります。
今後とも、味楽囲直売所をどうぞよろしくお願いいた
します。

部会長　齊藤　好洋

袖ケ浦市農畜産物直売所「ゆりの里」
出荷者協議会

笑顔あふれる直売所を
目指して

新年明けましておめでとうございます。
当直売所は、平時営業する中において、協議会と店舗ス

タッフが一丸となり、お客様との交流イベントを計画し、毎
月実施している事が大きな特色になっています。
会員自らが対面販売することで、新鮮で安全な生産物を

宣言する絶好の機会であり、魅力ある直売所としてお客様か
ら認知されて、利用客の増加に繋げようと考え、おかげ様
で毎回1,500人、多い時に2,000人の集客が見込まれるイ
ベントに発展することができました。
今後も、お客様と出荷者会員が繋がり、笑顔あふれる直

売所になるように、前進していきたいと思います。
また、日々の旬の農産物やお買い得な情報、毎月のイベ

ント告知などをＳＮＳを利用して投稿していますので、フォロー
いただけると幸いです。

 会　長　佐久間　勝史
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みずき通信
身近な話題などありましたらご連絡ください。

総務部組織対策課　☎ 0439（70）1331

椎茸部会は、味楽囲さだもと店で旬を迎えた原木シイタ
ケのPR販売を行い、生産者5人が参加しました。シイタケの
試食を出しながら「地元産の原木シイタケはいかがですか」
などと来店者に声をかけ、お薦めの調理方法や保存方法を
提案しました。
来店者は部会員と会話をしながらシイタケを手に取り購

入。君津市内から来店した女性は「試食のシイタケフライが美
味しかった。ぜひ家族にも作ってあげたい。」と話しました。

「新・元気塾」4日目の講座を周南支店で開きました。第1部で
は「農業リスクの対策と備え」と題し、千葉県農業者総合支援セ
ンターのVR体験や千葉県農業共済組合の収入保険制度、JA共
済のリスクへの備え方への理解を深め、第2部では、家の光協会
の足立彩乃氏を講師に迎え、お金の使い方や「マンダラチャー
ト」を活用した農業経営の目標設定について学びました。最後に
閉塾式を行い塾生に修了書を授与しました。

　袖ケ浦市農畜産物直売所ゆりの里は袖ケ浦市と、東京湾アクア
ラインの「海ほたる」パーキングエリアで、農畜産物のPR販売を行
いました。
　当日は、袖ケ浦市の粕谷智浩市長、JAの江澤武夫組合長が参
加しました。来場者に「袖ケ浦市産の農産物はいかがですか」と
声をかけながらお勧めの食べ方などを説明。購入者には、ゆりの
里で製粉した袖ケ浦市産の米粉をプレゼントしました。

周南支店で水稲大口出荷者との意見交換会を初めて開
き、出荷者18人、JA全農ちば、JA常勤役員・職員ら20人が
参加しました。
JAから令和6年産の集荷実績、次年度の方針を説明。

出荷者はJAの取り組みについて理解を深めました。
加工用米や次年度の集荷対策、生産資材高騰や高温

耐性品種、消費者の米価の理解醸成などについて意見・
要望があり、JAは令和7年産米の集荷に反映できるよう検
討していきます。

1111月月22日日

1111月月2727日日

袖ケ浦農産物マルシェ袖ケ浦農産物マルシェ
海ほたるで農畜産物トップセールス海ほたるで農畜産物トップセールス

水稲大口出荷者との意見交換水稲大口出荷者との意見交換

清和自然薯組合は味楽囲さだもと店「秋の味覚感謝
祭」でジネンジョの対面販売を行いました。当日は組合員6
人が参加し、ジネンジョの簡単な調理方法や保存方法など
を消費者にアピール。ミキサーを使い麺つゆで味付けをし
た「とろろ」の作り方を実演しました。とろろご飯の試食を
呼びかけると長蛇の列ができる盛況ぶりで来店者はジネ
ンジョを手に取り購入していきました。

1111月月1010日日 清和のジネンジョ対面販売清和のジネンジョ対面販売

1111月月2828日日1111月月3030日日 「新・元気塾」閉塾式「新・元気塾」閉塾式原木シイタケを消費者にPR原木シイタケを消費者にPR
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プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
体
だ
け
で
な
く

心
に
も
多
大
な
負
担

水
稲
や
か
ん
し
ょ
な
ど
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
コ
ン
バ
イ
ン
か
ら
飛
び
降
り
落
下
し

て
骨
折
を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
ギ
ア
を
入
れ
た
ま
ま
降
り
た
際
に
動

き
始
め
、
足
を
挟
む
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
急
い
だ
り
焦

っ
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
法
人

代
表
は「
従従
事事
者者
をを
焦焦
らら
せせ
なな
いい
ここ
とと
がが

重重
要要
」と
語
り
、天天
候候
なな
どど
もも
考考
慮慮
しし
たた

無無
理理
のの
なな
いい
作作
業業
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
を
組

む
な
ど
し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ププ
レレ
ッッ
シシ
ャャ
ーー
はは
体体
だだ

けけ
でで
なな
くく
心心
もも
痛痛
めめ
るる
」と
い
う
自
身
の

体
験
の
も
と
、本本
音音
がが
言言
ええ
るる
問問
いい
かか
けけ

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

焦
り
・
疲
れ
・

無
理
が
事
故
を
招
く

降
雨
後
の
坂
道
で

ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
リ
ッ
プ
し…

…

雨
で
濡
れ
た
狭
い
坂
道
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
上
る
途
中
で
、
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた

たた
めめ
エエ
ンン
ジジ
ンン
をを
停停
止止
。。
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー

にに
足足
をを
かか
けけ
崖崖
側側
にに
退退
避避
しし
よよ
うう
とと
しし

たた
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ろ
と
も
７
ｍ
下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
骨
折
。

小
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

崖
下
に
転
落
し…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
の
な
い
小
型
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
か
ら
通
路
に
出
て

左
旋
回
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
路
肩
か
ら

２
・
９
ｍ
の
崖
下
に
転
落
。
トト
ララ
クク
タタ

ーー
のの
下下
敷敷
きき
にに
なな
りり
死死
亡亡
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
片
手
運
転
中…

…

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
が
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
で
３
・
３
ｍ
幅
の
農
道
を
片片

手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
をを
誤誤
りり
左左
側側

のの
用用
水水
路路
にに
転転
落落
。
骨
盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
事
者
が
疲
れ
を
我
慢
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
作
業
を
終
え
た

帰
路
、
未未
舗舗
装装
のの
農農
道道
のの
カカ
ーー
ブブ
でで
脱脱

輪輪
、、横横
転転
しし
てて
左左
足足
首首
をを
骨骨
折折
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
の
終
盤
で
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
時
間
に
追
わ
れ

て
作
業
を
続
け
た
た
め
、
集
中
力
が
低

下
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
。
当
事
者

は
「
早
め
に
作
業
を
切
り
上
げ
れ
ば
よ

か
っ
た
。作作
業業
区区
切切
りり
はは
体体
調調
をを
最最
優優
先先

し
、早早
めめ
早早
めめ
のの
休休
憩憩
を
と
る
こ
と
、作作

業業
者者
同同
士士
でで
おお
互互
いい
のの
体体
調調
確確
認認
やや
声声

がが
けけ
を
す
る
こ
と
で
事
故
の
再
発
を
防

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

公
道
で
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突…

…

日
没
後
の
公
道
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
中
、
右
折
の
た
め
右
車
線
に
移
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
トト
ララ
ッッ
クク
にに
追追
突突

ささ
れれ
、、
反反
対対
車車
線線
をを
越越
ええ
てて
歩歩
道道
付付
近近

でで
横横
転転
。
右
肩
甲
骨
周
辺
を
打
撲
。

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
て
し
ま
い…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
な
し
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
公
道
を
走
行
中
、
後
続
車
両
に
気

づ
い
て
停
止
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
し
忘
れ

て
い
た
た
め
、
片
ブ
レ
ー
キ
に
。
左
側

の
排
水
路
に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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う
と
し
た
と
こ
ろ
トト
ララ
ッッ
クク
にに
追追
突突

ささ
れれ
、、
反反
対対
車車
線線
をを
越越
ええ
てて
歩歩
道道
付付
近近

でで
横横
転転
。
右
肩
甲
骨
周
辺
を
打
撲
。

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
て
し
ま
い…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
な
し
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
公
道
を
走
行
中
、
後
続
車
両
に
気

づ
い
て
停
止
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
し
忘
れ

て
い
た
た
め
、
片
ブ
レ
ー
キ
に
。
左
側

の
排
水
路
に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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で
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に
も
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負
担

水
稲
や
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ん
し
ょ
な
ど
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
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レ
ー
タ
ー

が
コ
ン
バ
イ
ン
か
ら
飛
び
降
り
落
下
し

て
骨
折
を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
ギ
ア
を
入
れ
た
ま
ま
降
り
た
際
に
動

き
始
め
、
足
を
挟
む
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
急
い
だ
り
焦

っ
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
法
人

代
表
は「
従従
事事
者者
をを
焦焦
らら
せせ
なな
いい
ここ
とと
がが

重重
要要
」と
語
り
、天天
候候
なな
どど
もも
考考
慮慮
しし
たた

無無
理理
のの
なな
いい
作作
業業
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
を
組

む
な
ど
し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ププ
レレ
ッッ
シシ
ャャ
ーー
はは
体体
だだ

けけ
でで
なな
くく
心心
もも
痛痛
めめ
るる
」と
い
う
自
身
の

体
験
の
も
と
、本本
音音
がが
言言
ええ
るる
問問
いい
かか
けけ

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

焦
り
・
疲
れ
・

無
理
が
事
故
を
招
く

降
雨
後
の
坂
道
で

ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
リ
ッ
プ
し…

…

雨
で
濡
れ
た
狭
い
坂
道
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
上
る
途
中
で
、
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた

たた
めめ
エエ
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ジジ
ンン
をを
停停
止止
。。
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー

にに
足足
をを
かか
けけ
崖崖
側側
にに
退退
避避
しし
よよ
うう
とと
しし

たた
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ろ
と
も
７
ｍ
下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
骨
折
。

小
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

崖
下
に
転
落
し…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
の
な
い
小
型
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
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ら
通
路
に
出
て

左
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回
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と
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ろ
、
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の
路
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か
ら
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の
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下
に
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。
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を
片
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・
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が
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い
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で
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幅
の
農
道
を
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手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
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りり
左左
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のの
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水水
路路
にに
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。
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盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
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者
が
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れ
を
我
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ト
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で
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起
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を
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え
た
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、
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収
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。
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に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
体
だ
け
で
な
く

心
に
も
多
大
な
負
担

水
稲
や
か
ん
し
ょ
な
ど
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
コ
ン
バ
イ
ン
か
ら
飛
び
降
り
落
下
し

て
骨
折
を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
ギ
ア
を
入
れ
た
ま
ま
降
り
た
際
に
動

き
始
め
、
足
を
挟
む
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
急
い
だ
り
焦

っ
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
法
人

代
表
は「
従従
事事
者者
をを
焦焦
らら
せせ
なな
いい
ここ
とと
がが

重重
要要
」と
語
り
、天天
候候
なな
どど
もも
考考
慮慮
しし
たた

無無
理理
のの
なな
いい
作作
業業
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
を
組

む
な
ど
し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ププ
レレ
ッッ
シシ
ャャ
ーー
はは
体体
だだ

けけ
でで
なな
くく
心心
もも
痛痛
めめ
るる
」と
い
う
自
身
の

体
験
の
も
と
、本本
音音
がが
言言
ええ
るる
問問
いい
かか
けけ

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

焦
り
・
疲
れ
・

無
理
が
事
故
を
招
く

降
雨
後
の
坂
道
で

ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
リ
ッ
プ
し…

…

雨
で
濡
れ
た
狭
い
坂
道
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
上
る
途
中
で
、
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた

たた
めめ
エエ
ンン
ジジ
ンン
をを
停停
止止
。。
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー

にに
足足
をを
かか
けけ
崖崖
側側
にに
退退
避避
しし
よよ
うう
とと
しし

たた
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ろ
と
も
７
ｍ
下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
骨
折
。

小
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

崖
下
に
転
落
し…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
の
な
い
小
型
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
か
ら
通
路
に
出
て

左
旋
回
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
路
肩
か
ら

２
・
９
ｍ
の
崖
下
に
転
落
。
トト
ララ
クク
タタ

ーー
のの
下下
敷敷
きき
にに
なな
りり
死死
亡亡
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
片
手
運
転
中…

…

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
が
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
で
３
・
３
ｍ
幅
の
農
道
を
片片

手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
をを
誤誤
りり
左左
側側

のの
用用
水水
路路
にに
転転
落落
。
骨
盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
事
者
が
疲
れ
を
我
慢
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
作
業
を
終
え
た

帰
路
、
未未
舗舗
装装
のの
農農
道道
のの
カカ
ーー
ブブ
でで
脱脱

輪輪
、、横横
転転
しし
てて
左左
足足
首首
をを
骨骨
折折
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
の
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盤
で
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
た
こ
と
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加
え
、
時
間
に
追
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れ

て
作
業
を
続
け
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た
め
、
集
中
力
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低

下
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て
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
。
当
事
者

は
「
早
め
に
作
業
を
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り
上
げ
れ
ば
よ
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。作作
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はは
体体
調調
をを
最最
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先先

し
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めめ
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憩憩
を
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る
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と
、作作

業業
者者
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でで
おお
互互
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確確
認認
やや
声声

がが
けけ
を
す
る
こ
と
で
事
故
の
再
発
を
防

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

公
道
で
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突…

…

日
没
後
の
公
道
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
中
、
右
折
の
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め
右
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線
に
移
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
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、、
反反
対対
車車
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付付
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でで
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。
右
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甲
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。

ブ
レ
ー
キ
の
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ま
い…
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フ
レ
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ム
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し
の
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ー
で
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を
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中
、
後
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に
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にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
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。
２
時
間

後
に
発
見
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れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
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を
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み
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狭
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の
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時
、
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の
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前
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が
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。
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内
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動
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。
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真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
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い乗用トラクターは安
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のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
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装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
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・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
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性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
体
だ
け
で
な
く

心
に
も
多
大
な
負
担

水
稲
や
か
ん
し
ょ
な
ど
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
コ
ン
バ
イ
ン
か
ら
飛
び
降
り
落
下
し

て
骨
折
を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
ギ
ア
を
入
れ
た
ま
ま
降
り
た
際
に
動

き
始
め
、
足
を
挟
む
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
急
い
だ
り
焦

っ
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
法
人

代
表
は「
従従
事事
者者
をを
焦焦
らら
せせ
なな
いい
ここ
とと
がが

重重
要要
」と
語
り
、天天
候候
なな
どど
もも
考考
慮慮
しし
たた

無無
理理
のの
なな
いい
作作
業業
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
を
組

む
な
ど
し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ププ
レレ
ッッ
シシ
ャャ
ーー
はは
体体
だだ

けけ
でで
なな
くく
心心
もも
痛痛
めめ
るる
」と
い
う
自
身
の

体
験
の
も
と
、本本
音音
がが
言言
ええ
るる
問問
いい
かか
けけ

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

焦
り
・
疲
れ
・

無
理
が
事
故
を
招
く

降
雨
後
の
坂
道
で

ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
リ
ッ
プ
し…

…

雨
で
濡
れ
た
狭
い
坂
道
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
上
る
途
中
で
、
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた

たた
めめ
エエ
ンン
ジジ
ンン
をを
停停
止止
。。
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー

にに
足足
をを
かか
けけ
崖崖
側側
にに
退退
避避
しし
よよ
うう
とと
しし

たた
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ろ
と
も
７
ｍ
下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
骨
折
。

小
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

崖
下
に
転
落
し…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
の
な
い
小
型
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
か
ら
通
路
に
出
て

左
旋
回
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
路
肩
か
ら

２
・
９
ｍ
の
崖
下
に
転
落
。
トト
ララ
クク
タタ

ーー
のの
下下
敷敷
きき
にに
なな
りり
死死
亡亡
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
片
手
運
転
中…

…

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
が
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
で
３
・
３
ｍ
幅
の
農
道
を
片片

手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
をを
誤誤
りり
左左
側側

のの
用用
水水
路路
にに
転転
落落
。
骨
盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
事
者
が
疲
れ
を
我
慢
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
作
業
を
終
え
た

帰
路
、
未未
舗舗
装装
のの
農農
道道
のの
カカ
ーー
ブブ
でで
脱脱

輪輪
、、横横
転転
しし
てて
左左
足足
首首
をを
骨骨
折折
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
の
終
盤
で
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
時
間
に
追
わ
れ

て
作
業
を
続
け
た
た
め
、
集
中
力
が
低

下
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
。
当
事
者

は
「
早
め
に
作
業
を
切
り
上
げ
れ
ば
よ

か
っ
た
。作作
業業
区区
切切
りり
はは
体体
調調
をを
最最
優優
先先

し
、早早
めめ
早早
めめ
のの
休休
憩憩
を
と
る
こ
と
、作作

業業
者者
同同
士士
でで
おお
互互
いい
のの
体体
調調
確確
認認
やや
声声

がが
けけ
を
す
る
こ
と
で
事
故
の
再
発
を
防

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

公
道
で
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突…

…

日
没
後
の
公
道
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
中
、
右
折
の
た
め
右
車
線
に
移
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
トト
ララ
ッッ
クク
にに
追追
突突

ささ
れれ
、、
反反
対対
車車
線線
をを
越越
ええ
てて
歩歩
道道
付付
近近

でで
横横
転転
。
右
肩
甲
骨
周
辺
を
打
撲
。

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
て
し
ま
い…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
な
し
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
公
道
を
走
行
中
、
後
続
車
両
に
気

づ
い
て
停
止
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
し
忘
れ

て
い
た
た
め
、
片
ブ
レ
ー
キ
に
。
左
側

の
排
水
路
に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
体
だ
け
で
な
く

心
に
も
多
大
な
負
担

水
稲
や
か
ん
し
ょ
な
ど
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
コ
ン
バ
イ
ン
か
ら
飛
び
降
り
落
下
し

て
骨
折
を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
ギ
ア
を
入
れ
た
ま
ま
降
り
た
際
に
動

き
始
め
、
足
を
挟
む
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
急
い
だ
り
焦

っ
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
法
人

代
表
は「
従従
事事
者者
をを
焦焦
らら
せせ
なな
いい
ここ
とと
がが

重重
要要
」と
語
り
、天天
候候
なな
どど
もも
考考
慮慮
しし
たた

無無
理理
のの
なな
いい
作作
業業
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
を
組

む
な
ど
し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ププ
レレ
ッッ
シシ
ャャ
ーー
はは
体体
だだ

けけ
でで
なな
くく
心心
もも
痛痛
めめ
るる
」と
い
う
自
身
の

体
験
の
も
と
、本本
音音
がが
言言
ええ
るる
問問
いい
かか
けけ

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

焦
り
・
疲
れ
・

無
理
が
事
故
を
招
く

降
雨
後
の
坂
道
で

ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
リ
ッ
プ
し…

…

雨
で
濡
れ
た
狭
い
坂
道
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
上
る
途
中
で
、
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた

たた
めめ
エエ
ンン
ジジ
ンン
をを
停停
止止
。。
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー

にに
足足
をを
かか
けけ
崖崖
側側
にに
退退
避避
しし
よよ
うう
とと
しし

たた
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ろ
と
も
７
ｍ
下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
骨
折
。

小
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

崖
下
に
転
落
し…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
の
な
い
小
型
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
か
ら
通
路
に
出
て

左
旋
回
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
路
肩
か
ら

２
・
９
ｍ
の
崖
下
に
転
落
。
トト
ララ
クク
タタ

ーー
のの
下下
敷敷
きき
にに
なな
りり
死死
亡亡
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
片
手
運
転
中…

…

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
が
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
で
３
・
３
ｍ
幅
の
農
道
を
片片

手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
をを
誤誤
りり
左左
側側

のの
用用
水水
路路
にに
転転
落落
。
骨
盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
事
者
が
疲
れ
を
我
慢
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
作
業
を
終
え
た

帰
路
、
未未
舗舗
装装
のの
農農
道道
のの
カカ
ーー
ブブ
でで
脱脱

輪輪
、、横横
転転
しし
てて
左左
足足
首首
をを
骨骨
折折
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
の
終
盤
で
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
時
間
に
追
わ
れ

て
作
業
を
続
け
た
た
め
、
集
中
力
が
低

下
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
。
当
事
者

は
「
早
め
に
作
業
を
切
り
上
げ
れ
ば
よ

か
っ
た
。作作
業業
区区
切切
りり
はは
体体
調調
をを
最最
優優
先先

し
、早早
めめ
早早
めめ
のの
休休
憩憩
を
と
る
こ
と
、作作

業業
者者
同同
士士
でで
おお
互互
いい
のの
体体
調調
確確
認認
やや
声声

がが
けけ
を
す
る
こ
と
で
事
故
の
再
発
を
防

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

公
道
で
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突…

…

日
没
後
の
公
道
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
中
、
右
折
の
た
め
右
車
線
に
移
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
トト
ララ
ッッ
クク
にに
追追
突突

ささ
れれ
、、
反反
対対
車車
線線
をを
越越
ええ
てて
歩歩
道道
付付
近近

でで
横横
転転
。
右
肩
甲
骨
周
辺
を
打
撲
。

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
て
し
ま
い…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
な
し
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
公
道
を
走
行
中
、
後
続
車
両
に
気

づ
い
て
停
止
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
し
忘
れ

て
い
た
た
め
、
片
ブ
レ
ー
キ
に
。
左
側

の
排
水
路
に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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ほ
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プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
体
だ
け
で
な
く

心
に
も
多
大
な
負
担

水
稲
や
か
ん
し
ょ
な
ど
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
コ
ン
バ
イ
ン
か
ら
飛
び
降
り
落
下
し

て
骨
折
を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
ギ
ア
を
入
れ
た
ま
ま
降
り
た
際
に
動

き
始
め
、
足
を
挟
む
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
急
い
だ
り
焦

っ
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
法
人

代
表
は「
従従
事事
者者
をを
焦焦
らら
せせ
なな
いい
ここ
とと
がが

重重
要要
」と
語
り
、天天
候候
なな
どど
もも
考考
慮慮
しし
たた

無無
理理
のの
なな
いい
作作
業業
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
を
組

む
な
ど
し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ププ
レレ
ッッ
シシ
ャャ
ーー
はは
体体
だだ

けけ
でで
なな
くく
心心
もも
痛痛
めめ
るる
」と
い
う
自
身
の

体
験
の
も
と
、本本
音音
がが
言言
ええ
るる
問問
いい
かか
けけ

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

焦
り
・
疲
れ
・

無
理
が
事
故
を
招
く

降
雨
後
の
坂
道
で

ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
リ
ッ
プ
し…

…

雨
で
濡
れ
た
狭
い
坂
道
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
上
る
途
中
で
、
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた

たた
めめ
エエ
ンン
ジジ
ンン
をを
停停
止止
。。
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー

にに
足足
をを
かか
けけ
崖崖
側側
にに
退退
避避
しし
よよ
うう
とと
しし

たた
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ろ
と
も
７
ｍ
下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
骨
折
。

小
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

崖
下
に
転
落
し…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
の
な
い
小
型
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
か
ら
通
路
に
出
て

左
旋
回
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
路
肩
か
ら

２
・
９
ｍ
の
崖
下
に
転
落
。
トト
ララ
クク
タタ

ーー
のの
下下
敷敷
きき
にに
なな
りり
死死
亡亡
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
片
手
運
転
中…

…

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
が
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
で
３
・
３
ｍ
幅
の
農
道
を
片片

手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
をを
誤誤
りり
左左
側側

のの
用用
水水
路路
にに
転転
落落
。
骨
盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
事
者
が
疲
れ
を
我
慢
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
作
業
を
終
え
た

帰
路
、
未未
舗舗
装装
のの
農農
道道
のの
カカ
ーー
ブブ
でで
脱脱

輪輪
、、横横
転転
しし
てて
左左
足足
首首
をを
骨骨
折折
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
の
終
盤
で
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
時
間
に
追
わ
れ

て
作
業
を
続
け
た
た
め
、
集
中
力
が
低

下
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
。
当
事
者

は
「
早
め
に
作
業
を
切
り
上
げ
れ
ば
よ

か
っ
た
。作作
業業
区区
切切
りり
はは
体体
調調
をを
最最
優優
先先

し
、早早
めめ
早早
めめ
のの
休休
憩憩
を
と
る
こ
と
、作作

業業
者者
同同
士士
でで
おお
互互
いい
のの
体体
調調
確確
認認
やや
声声

がが
けけ
を
す
る
こ
と
で
事
故
の
再
発
を
防

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

公
道
で
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突…

…

日
没
後
の
公
道
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
中
、
右
折
の
た
め
右
車
線
に
移
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
トト
ララ
ッッ
クク
にに
追追
突突

ささ
れれ
、、
反反
対対
車車
線線
をを
越越
ええ
てて
歩歩
道道
付付
近近

でで
横横
転転
。
右
肩
甲
骨
周
辺
を
打
撲
。

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
て
し
ま
い…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
な
し
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
公
道
を
走
行
中
、
後
続
車
両
に
気

づ
い
て
停
止
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
し
忘
れ

て
い
た
た
め
、
片
ブ
レ
ー
キ
に
。
左
側

の
排
水
路
に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
体
だ
け
で
な
く

心
に
も
多
大
な
負
担

水
稲
や
か
ん
し
ょ
な
ど
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
コ
ン
バ
イ
ン
か
ら
飛
び
降
り
落
下
し

て
骨
折
を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
ギ
ア
を
入
れ
た
ま
ま
降
り
た
際
に
動

き
始
め
、
足
を
挟
む
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
急
い
だ
り
焦

っ
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
法
人

代
表
は「
従従
事事
者者
をを
焦焦
らら
せせ
なな
いい
ここ
とと
がが

重重
要要
」と
語
り
、天天
候候
なな
どど
もも
考考
慮慮
しし
たた

無無
理理
のの
なな
いい
作作
業業
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
を
組

む
な
ど
し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ププ
レレ
ッッ
シシ
ャャ
ーー
はは
体体
だだ

けけ
でで
なな
くく
心心
もも
痛痛
めめ
るる
」と
い
う
自
身
の

体
験
の
も
と
、本本
音音
がが
言言
ええ
るる
問問
いい
かか
けけ

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

焦
り
・
疲
れ
・

無
理
が
事
故
を
招
く

降
雨
後
の
坂
道
で

ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
リ
ッ
プ
し…

…

雨
で
濡
れ
た
狭
い
坂
道
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
上
る
途
中
で
、
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた

たた
めめ
エエ
ンン
ジジ
ンン
をを
停停
止止
。。
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー

にに
足足
をを
かか
けけ
崖崖
側側
にに
退退
避避
しし
よよ
うう
とと
しし

たた
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ろ
と
も
７
ｍ
下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
骨
折
。

小
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

崖
下
に
転
落
し…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
の
な
い
小
型
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
か
ら
通
路
に
出
て

左
旋
回
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
路
肩
か
ら

２
・
９
ｍ
の
崖
下
に
転
落
。
トト
ララ
クク
タタ

ーー
のの
下下
敷敷
きき
にに
なな
りり
死死
亡亡
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
片
手
運
転
中…

…

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
が
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
で
３
・
３
ｍ
幅
の
農
道
を
片片

手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
をを
誤誤
りり
左左
側側

のの
用用
水水
路路
にに
転転
落落
。
骨
盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
事
者
が
疲
れ
を
我
慢
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
作
業
を
終
え
た

帰
路
、
未未
舗舗
装装
のの
農農
道道
のの
カカ
ーー
ブブ
でで
脱脱

輪輪
、、横横
転転
しし
てて
左左
足足
首首
をを
骨骨
折折
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
の
終
盤
で
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
時
間
に
追
わ
れ

て
作
業
を
続
け
た
た
め
、
集
中
力
が
低

下
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
。
当
事
者

は
「
早
め
に
作
業
を
切
り
上
げ
れ
ば
よ

か
っ
た
。作作
業業
区区
切切
りり
はは
体体
調調
をを
最最
優優
先先

し
、早早
めめ
早早
めめ
のの
休休
憩憩
を
と
る
こ
と
、作作

業業
者者
同同
士士
でで
おお
互互
いい
のの
体体
調調
確確
認認
やや
声声

がが
けけ
を
す
る
こ
と
で
事
故
の
再
発
を
防

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

公
道
で
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突…

…

日
没
後
の
公
道
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
中
、
右
折
の
た
め
右
車
線
に
移
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
トト
ララ
ッッ
クク
にに
追追
突突

ささ
れれ
、、
反反
対対
車車
線線
をを
越越
ええ
てて
歩歩
道道
付付
近近

でで
横横
転転
。
右
肩
甲
骨
周
辺
を
打
撲
。

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
て
し
ま
い…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
な
し
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
公
道
を
走
行
中
、
後
続
車
両
に
気

づ
い
て
停
止
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
し
忘
れ

て
い
た
た
め
、
片
ブ
レ
ー
キ
に
。
左
側

の
排
水
路
に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）
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は
体
だ
け
で
な
く

心
に
も
多
大
な
負
担

水
稲
や
か
ん
し
ょ
な
ど
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
コ
ン
バ
イ
ン
か
ら
飛
び
降
り
落
下
し

て
骨
折
を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
ギ
ア
を
入
れ
た
ま
ま
降
り
た
際
に
動

き
始
め
、
足
を
挟
む
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
急
い
だ
り
焦

っ
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
法
人

代
表
は「
従従
事事
者者
をを
焦焦
らら
せせ
なな
いい
ここ
とと
がが

重重
要要
」と
語
り
、天天
候候
なな
どど
もも
考考
慮慮
しし
たた

無無
理理
のの
なな
いい
作作
業業
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
を
組

む
な
ど
し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ププ
レレ
ッッ
シシ
ャャ
ーー
はは
体体
だだ

けけ
でで
なな
くく
心心
もも
痛痛
めめ
るる
」と
い
う
自
身
の

体
験
の
も
と
、本本
音音
がが
言言
ええ
るる
問問
いい
かか
けけ

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

焦
り
・
疲
れ
・

無
理
が
事
故
を
招
く

降
雨
後
の
坂
道
で

ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
リ
ッ
プ
し…

…

雨
で
濡
れ
た
狭
い
坂
道
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
上
る
途
中
で
、
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた

たた
めめ
エエ
ンン
ジジ
ンン
をを
停停
止止
。。
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー

にに
足足
をを
かか
けけ
崖崖
側側
にに
退退
避避
しし
よよ
うう
とと
しし

たた
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ろ
と
も
７
ｍ
下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
骨
折
。

小
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

崖
下
に
転
落
し…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
の
な
い
小
型
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
か
ら
通
路
に
出
て

左
旋
回
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
路
肩
か
ら

２
・
９
ｍ
の
崖
下
に
転
落
。
トト
ララ
クク
タタ

ーー
のの
下下
敷敷
きき
にに
なな
りり
死死
亡亡
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
片
手
運
転
中…

…

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
が
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
で
３
・
３
ｍ
幅
の
農
道
を
片片

手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
をを
誤誤
りり
左左
側側

のの
用用
水水
路路
にに
転転
落落
。
骨
盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
事
者
が
疲
れ
を
我
慢
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
作
業
を
終
え
た

帰
路
、
未未
舗舗
装装
のの
農農
道道
のの
カカ
ーー
ブブ
でで
脱脱

輪輪
、、横横
転転
しし
てて
左左
足足
首首
をを
骨骨
折折
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
の
終
盤
で
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
時
間
に
追
わ
れ

て
作
業
を
続
け
た
た
め
、
集
中
力
が
低

下
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
。
当
事
者

は
「
早
め
に
作
業
を
切
り
上
げ
れ
ば
よ

か
っ
た
。作作
業業
区区
切切
りり
はは
体体
調調
をを
最最
優優
先先

し
、早早
めめ
早早
めめ
のの
休休
憩憩
を
と
る
こ
と
、作作

業業
者者
同同
士士
でで
おお
互互
いい
のの
体体
調調
確確
認認
やや
声声

がが
けけ
を
す
る
こ
と
で
事
故
の
再
発
を
防

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

公
道
で
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突…

…

日
没
後
の
公
道
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
中
、
右
折
の
た
め
右
車
線
に
移
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
トト
ララ
ッッ
クク
にに
追追
突突

ささ
れれ
、、
反反
対対
車車
線線
をを
越越
ええ
てて
歩歩
道道
付付
近近

でで
横横
転転
。
右
肩
甲
骨
周
辺
を
打
撲
。

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
て
し
ま
い…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
な
し
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
公
道
を
走
行
中
、
後
続
車
両
に
気

づ
い
て
停
止
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
し
忘
れ

て
い
た
た
め
、
片
ブ
レ
ー
キ
に
。
左
側

の
排
水
路
に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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がが

重重
要要
」と
語
り
、天天
候候
なな
どど
もも
考考
慮慮
しし
たた

無無
理理
のの
なな
いい
作作
業業
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
を
組

む
な
ど
し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ププ
レレ
ッッ
シシ
ャャ
ーー
はは
体体
だだ

けけ
でで
なな
くく
心心
もも
痛痛
めめ
るる
」と
い
う
自
身
の

体
験
の
も
と
、本本
音音
がが
言言
ええ
るる
問問
いい
かか
けけ

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

焦
り
・
疲
れ
・

無
理
が
事
故
を
招
く

降
雨
後
の
坂
道
で

ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
リ
ッ
プ
し…

…

雨
で
濡
れ
た
狭
い
坂
道
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
上
る
途
中
で
、
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた

たた
めめ
エエ
ンン
ジジ
ンン
をを
停停
止止
。。
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー

にに
足足
をを
かか
けけ
崖崖
側側
にに
退退
避避
しし
よよ
うう
とと
しし

たた
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ろ
と
も
７
ｍ
下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
骨
折
。

小
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

崖
下
に
転
落
し…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
の
な
い
小
型
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
か
ら
通
路
に
出
て

左
旋
回
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
路
肩
か
ら

２
・
９
ｍ
の
崖
下
に
転
落
。
トト
ララ
クク
タタ

ーー
のの
下下
敷敷
きき
にに
なな
りり
死死
亡亡
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
片
手
運
転
中…

…

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
が
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
で
３
・
３
ｍ
幅
の
農
道
を
片片

手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
をを
誤誤
りり
左左
側側

のの
用用
水水
路路
にに
転転
落落
。
骨
盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
事
者
が
疲
れ
を
我
慢
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
作
業
を
終
え
た

帰
路
、
未未
舗舗
装装
のの
農農
道道
のの
カカ
ーー
ブブ
でで
脱脱

輪輪
、、横横
転転
しし
てて
左左
足足
首首
をを
骨骨
折折
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
の
終
盤
で
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
時
間
に
追
わ
れ

て
作
業
を
続
け
た
た
め
、
集
中
力
が
低

下
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
。
当
事
者

は
「
早
め
に
作
業
を
切
り
上
げ
れ
ば
よ

か
っ
た
。作作
業業
区区
切切
りり
はは
体体
調調
をを
最最
優優
先先

し
、早早
めめ
早早
めめ
のの
休休
憩憩
を
と
る
こ
と
、作作

業業
者者
同同
士士
でで
おお
互互
いい
のの
体体
調調
確確
認認
やや
声声

がが
けけ
を
す
る
こ
と
で
事
故
の
再
発
を
防

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

公
道
で
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突…

…

日
没
後
の
公
道
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
中
、
右
折
の
た
め
右
車
線
に
移
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
トト
ララ
ッッ
クク
にに
追追
突突

ささ
れれ
、、
反反
対対
車車
線線
をを
越越
ええ
てて
歩歩
道道
付付
近近

でで
横横
転転
。
右
肩
甲
骨
周
辺
を
打
撲
。

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
て
し
ま
い…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
な
し
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
公
道
を
走
行
中
、
後
続
車
両
に
気

づ
い
て
停
止
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
し
忘
れ

て
い
た
た
め
、
片
ブ
レ
ー
キ
に
。
左
側

の
排
水
路
に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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、
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後
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、
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下
の
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、
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ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」
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なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
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全キャブ・フレームつき
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行い、崩れている箇所
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装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
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・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
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多
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な
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や
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ょ
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が
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下
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、
フ
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ク
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の
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ア
を
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た
ま
ま
降
り
た
際
に
動

き
始
め
、
足
を
挟
む
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
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ず
れ
も
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い
だ
り
焦

っ
た
り
し
た
こ
と
が
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因
で
す
。
法
人

代
表
は「
従従
事事
者者
をを
焦焦
らら
せせ
なな
いい
ここ
とと
がが

重重
要要
」と
語
り
、天天
候候
なな
どど
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慮慮
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作作
業業
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ュュ
ーー
ルル
を
組

む
な
ど
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て
事
故
防
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に
つ
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げ
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けけ
でで
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後
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ッ
プ
し…

…

雨
で
濡
れ
た
狭
い
坂
道
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
上
る
途
中
で
、
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた

たた
めめ
エエ
ンン
ジジ
ンン
をを
停停
止止
。。
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ーー
タタ
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にに
足足
をを
かか
けけ
崖崖
側側
にに
退退
避避
しし
よよ
うう
とと
しし

たた
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ろ
と
も
７
ｍ
下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
骨
折
。

小
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

崖
下
に
転
落
し…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
の
な
い
小
型
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
か
ら
通
路
に
出
て

左
旋
回
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
路
肩
か
ら

２
・
９
ｍ
の
崖
下
に
転
落
。
トト
ララ
クク
タタ

ーー
のの
下下
敷敷
きき
にに
なな
りり
死死
亡亡
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
片
手
運
転
中…

…

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
が
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
で
３
・
３
ｍ
幅
の
農
道
を
片片

手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
をを
誤誤
りり
左左
側側

のの
用用
水水
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落落
。
骨
盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
事
者
が
疲
れ
を
我
慢
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
作
業
を
終
え
た

帰
路
、
未未
舗舗
装装
のの
農農
道道
のの
カカ
ーー
ブブ
でで
脱脱

輪輪
、、横横
転転
しし
てて
左左
足足
首首
をを
骨骨
折折
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
の
終
盤
で
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
時
間
に
追
わ
れ

て
作
業
を
続
け
た
た
め
、
集
中
力
が
低

下
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
。
当
事
者

は
「
早
め
に
作
業
を
切
り
上
げ
れ
ば
よ

か
っ
た
。作作
業業
区区
切切
りり
はは
体体
調調
をを
最最
優優
先先

し
、早早
めめ
早早
めめ
のの
休休
憩憩
を
と
る
こ
と
、作作

業業
者者
同同
士士
でで
おお
互互
いい
のの
体体
調調
確確
認認
やや
声声

がが
けけ
を
す
る
こ
と
で
事
故
の
再
発
を
防

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

公
道
で
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突…

…

日
没
後
の
公
道
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
中
、
右
折
の
た
め
右
車
線
に
移
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
トト
ララ
ッッ
クク
にに
追追
突突

ささ
れれ
、、
反反
対対
車車
線線
をを
越越
ええ
てて
歩歩
道道
付付
近近

でで
横横
転転
。
右
肩
甲
骨
周
辺
を
打
撲
。

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
て
し
ま
い…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
な
し
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
公
道
を
走
行
中
、
後
続
車
両
に
気

づ
い
て
停
止
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
し
忘
れ

て
い
た
た
め
、
片
ブ
レ
ー
キ
に
。
左
側

の
排
水
路
に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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動
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始
め
、
足
を
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な
ど
の
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故
が
発
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ま
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。
い
ず
れ
も
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い
だ
り
焦

っ
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り
し
た
こ
と
が
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因
で
す
。
法
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は「
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事事
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焦焦
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」と
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り
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理理
のの
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作作
業業
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ケケ
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ュュ
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を
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な
ど
し
て
事
故
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に
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げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ププ
レレ
ッッ
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ーー
はは
体体
だだ
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でで
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心心
もも
痛痛
めめ
るる
」と
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う
自
身
の

体
験
の
も
と
、本本
音音
がが
言言
ええ
るる
問問
いい
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けけ

を
心
が
け
て
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る
そ
う
で
す
。

焦
り
・
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故
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後
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道
で
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坂
道
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ー
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ろ
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下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
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折
。

小
型
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用
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ー
が
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下
に
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安
全
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下
の
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場
に
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後
に
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退
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み
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真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
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行い、崩れている箇所
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装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
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に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
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ま
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に
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め
、
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を
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む
な
ど
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故
が
発
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し
ま
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ず
れ
も
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だ
り
焦
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た
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し
た
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で
す
。
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者者
をを
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り
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路
に
出
て

左
旋
回
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
路
肩
か
ら

２
・
９
ｍ
の
崖
下
に
転
落
。
トト
ララ
クク
タタ

ーー
のの
下下
敷敷
きき
にに
なな
りり
死死
亡亡
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
片
手
運
転
中…

…

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
が
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
で
３
・
３
ｍ
幅
の
農
道
を
片片

手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
をを
誤誤
りり
左左
側側

のの
用用
水水
路路
にに
転転
落落
。
骨
盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
事
者
が
疲
れ
を
我
慢
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
作
業
を
終
え
た

帰
路
、
未未
舗舗
装装
のの
農農
道道
のの
カカ
ーー
ブブ
でで
脱脱

輪輪
、、横横
転転
しし
てて
左左
足足
首首
をを
骨骨
折折
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
の
終
盤
で
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
時
間
に
追
わ
れ

て
作
業
を
続
け
た
た
め
、
集
中
力
が
低

下
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
。
当
事
者

は
「
早
め
に
作
業
を
切
り
上
げ
れ
ば
よ

か
っ
た
。作作
業業
区区
切切
りり
はは
体体
調調
をを
最最
優優
先先

し
、早早
めめ
早早
めめ
のの
休休
憩憩
を
と
る
こ
と
、作作

業業
者者
同同
士士
でで
おお
互互
いい
のの
体体
調調
確確
認認
やや
声声

がが
けけ
を
す
る
こ
と
で
事
故
の
再
発
を
防

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

公
道
で
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突…

…

日
没
後
の
公
道
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
中
、
右
折
の
た
め
右
車
線
に
移
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
トト
ララ
ッッ
クク
にに
追追
突突

ささ
れれ
、、
反反
対対
車車
線線
をを
越越
ええ
てて
歩歩
道道
付付
近近

でで
横横
転転
。
右
肩
甲
骨
周
辺
を
打
撲
。

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
て
し
ま
い…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
な
し
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
公
道
を
走
行
中
、
後
続
車
両
に
気

づ
い
て
停
止
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
し
忘
れ

て
い
た
た
め
、
片
ブ
レ
ー
キ
に
。
左
側

の
排
水
路
に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
体
だ
け
で
な
く

心
に
も
多
大
な
負
担

水
稲
や
か
ん
し
ょ
な
ど
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
コ
ン
バ
イ
ン
か
ら
飛
び
降
り
落
下
し

て
骨
折
を
し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
ギ
ア
を
入
れ
た
ま
ま
降
り
た
際
に
動

き
始
め
、
足
を
挟
む
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
急
い
だ
り
焦

っ
た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
法
人

代
表
は「
従従
事事
者者
をを
焦焦
らら
せせ
なな
いい
ここ
とと
がが

重重
要要
」と
語
り
、天天
候候
なな
どど
もも
考考
慮慮
しし
たた

無無
理理
のの
なな
いい
作作
業業
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
を
組

む
な
ど
し
て
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ププ
レレ
ッッ
シシ
ャャ
ーー
はは
体体
だだ

けけ
でで
なな
くく
心心
もも
痛痛
めめ
るる
」と
い
う
自
身
の

体
験
の
も
と
、本本
音音
がが
言言
ええ
るる
問問
いい
かか
けけ

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

焦
り
・
疲
れ
・

無
理
が
事
故
を
招
く

降
雨
後
の
坂
道
で

ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
リ
ッ
プ
し…

…

雨
で
濡
れ
た
狭
い
坂
道
を
ト
ラ
ク

タ
ー
で
上
る
途
中
で
、
スス
リリ
ッッ
ププ
しし
たた

たた
めめ
エエ
ンン
ジジ
ンン
をを
停停
止止
。。
ロロ
ーー
タタ
リリ
ーー

にに
足足
をを
かか
けけ
崖崖
側側
にに
退退
避避
しし
よよ
うう
とと
しし

たた
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ろ
と
も
７
ｍ
下

に
転
落
し
頸
椎
と
肋
骨
を
骨
折
。

小
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が

崖
下
に
転
落
し…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
の
な
い
小
型
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
か
ら
通
路
に
出
て

左
旋
回
し
た
と
こ
ろ
、
右
の
路
肩
か
ら

２
・
９
ｍ
の
崖
下
に
転
落
。
トト
ララ
クク
タタ

ーー
のの
下下
敷敷
きき
にに
なな
りり
死死
亡亡
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
片
手
運
転
中…

…

安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
が
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
で
３
・
３
ｍ
幅
の
農
道
を
片片

手手
運運
転転
でで
走走
行行
中中
、、
操操
作作
をを
誤誤
りり
左左
側側

のの
用用
水水
路路
にに
転転
落落
。
骨
盤
骨
折
、
右
大

腿
部
ひ
び
、
右
手
中
指
挫
傷
。

①作業量が負担にならないよう、人・作業
を可能な量で振り分ける。

②「ここまで（やって）」は言わない（ノルマ
が無理を招く）。

③作業者同士で体調確認や声がけを行
い、早めに休憩をとる。

④ヒヤリハットの事例を
従事者全員で共有する。

メ ン タ ル

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…体
調
最
優
先
で
、
早
め
の
休
憩

作
業
者
同
士
で
確
認
・声
が
け

重
量
野
菜
を
生
産
す
る
別
の
大
型
法

人
で
は
、
従
事
者
が
疲
れ
を
我
慢
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
起
作
業
を
終
え
た

帰
路
、
未未
舗舗
装装
のの
農農
道道
のの
カカ
ーー
ブブ
でで
脱脱

輪輪
、、横横
転転
しし
てて
左左
足足
首首
をを
骨骨
折折
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
時
期
の
終
盤
で
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
時
間
に
追
わ
れ

て
作
業
を
続
け
た
た
め
、
集
中
力
が
低

下
し
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
。
当
事
者

は
「
早
め
に
作
業
を
切
り
上
げ
れ
ば
よ

か
っ
た
。作作
業業
区区
切切
りり
はは
体体
調調
をを
最最
優優
先先

し
、早早
めめ
早早
めめ
のの
休休
憩憩
を
と
る
こ
と
、作作

業業
者者
同同
士士
でで
おお
互互
いい
のの
体体
調調
確確
認認
やや
声声

がが
けけ
を
す
る
こ
と
で
事
故
の
再
発
を
防

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

公
道
で
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突…

…

日
没
後
の
公
道
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を

運
転
中
、
右
折
の
た
め
右
車
線
に
移
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
トト
ララ
ッッ
クク
にに
追追
突突

ささ
れれ
、、
反反
対対
車車
線線
をを
越越
ええ
てて
歩歩
道道
付付
近近

でで
横横
転転
。
右
肩
甲
骨
周
辺
を
打
撲
。

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を

忘
れ
て
し
ま
い…

…

安
全
フ
レ
ー
ム
な
し
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
公
道
を
走
行
中
、
後
続
車
両
に
気

づ
い
て
停
止
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
し
忘
れ

て
い
た
た
め
、
片
ブ
レ
ー
キ
に
。
左
側

の
排
水
路
に
転
落
し
、
トト
ララ
クク
タタ
ーー
のの

下下
敷敷
きき
にに
なな
っっ
てて
死死
亡亡
。

カ
ー
ブ
の
路
肩
に
草
が
茂
り…

…

水
田
の
荒
耕
し
を
終
え
て
農
道
を

走
行
中
、
鋭鋭
角角
カカ
ーー
ブブ
のの
路路
肩肩
がが
草草
のの

繁繁
茂茂
でで
見見
ええ
にに
くく
くく
な
っ
て
お
り
、

１
・
２
ｍ
下
の
圃
場
に
転
落
。
２
時
間

後
に
発
見
さ
れ
、
死
亡
。

退
出
路
で
路
肩
を
踏
み
外
し…

…

狭
い
畑
か
ら
の
退
出
時
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
左
前
輪
が
路路
肩肩
をを
踏踏
みみ
外外
しし
てて
畑畑

にに
転転
落落
。
骨
盤
粉
砕
骨
折
、
内
腸
臍
動

脈
断
裂
。

ププレレッッシシャャーーはは
メメンンタタルル面面かかららもも

要要注注意意

対策のポイント

真面目な人、我慢強い人、優しい人
ほど否定形の回答は言いにくい

本音が言える問いかけを

×「暑くないか？」「……大丈夫です」
◎「私も暑いから休もう」「はい」

・狭く急な坂道は、可能
なら勾配をゆるく、道
路幅を広くするなどし
て危険を取り除く。
・重心が高く転倒しやす
い乗用トラクターは安
全キャブ・フレームつき
のものを使用。
・路肩がわかりやすいよ
う、定期的に草刈りを
行い、崩れている箇所
などは補修しておく。
・トラクターは作業機を
装着しても見える位置
に低速車マーク、作業
機や車幅がわかる位置
に反射板などを貼付。
・圃場内で片ブレーキを
使用した作業の終了後
は、圃場退出時にブレ
ーキ連結を確認。
・移動通路や圃場の危険
性を確認し、カーブで
は減速、一旦停止。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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農営かわら版
君津農業事務所	改良普及課　☎ 0438-23-0299

サツマイモ栽培の概要サツマイモ栽培の概要

【植付け】
・苗は殺菌剤で消毒し、３～４日以内に植え付けます。
・畝幅85～100cm、幅95cmのマルチを用い、単条高畝とします。
・栽植密度は、10アールあたり、2,500～3,500本程度が一般的です。
・�植付け方法は、直立植え、斜め植え、船底植え、水平植えなどがあり、いずれも苗の基部の３節程度
を地中に挿すように植え付けます。
・コガネムシ類やハリガネムシ類の対策として、植付け前に粒剤による防除を行います。

【植付け後の管理】
・通路の雑草は、つるが地表面に伸長する前（植付け１か月まで）に除草剤で防除します。
・�アブラムシ類、イモキバガ、ナカジロシタバ、ハスモンヨトウなどが発生した場合は、殺虫剤を散布�
します。

【収穫・貯蔵】
・普通掘り栽培は、植付け後120～150日を目安に収穫します。
・�好適な貯蔵条件は、温度13～14℃、湿度は90～95％です。9℃以下の長期貯蔵では、低温害が�
発生するため、溝穴貯蔵やハウス簡易貯蔵などを行います。

ご不明な点などございましたら下記連絡先に問い合わせください。
JAきみつ経済部農業振興課　TEL：0439-32-2581　FAX：0439-32-4469

【施肥】
・10アールあたり、N（窒素）３～５kg、P（リン酸）10kg、K（カリウム）10kgを目安とします。�
・ほ場の残肥によって、窒素成分量を調整しましょう。
・植付けの１か月以上前に、牛ふんなどの完熟堆肥を10aあたり１～２t施用します。

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

普通堀り栽培

【栽培暦】

君津農業事務所
改良普及課
北部グループ
普及指導員

神
か

子
ご

島
しま

 若菜です。

植付け 収穫

【ほ場の選定】
・�水はけの悪いほ場で作付けすると、イモが肥大せず、つるぼけ
になりやすいことから、水はけの良い土壌を選定します。
・�特定の病害の蔓延を防ぐために、同一品種の連作はなるべく
避けます。
・�収量や食味の低下、形状不良が発生しやすくなるので、多肥ほ
場での作付は避けます。
・土壌pHは5.5～6.0に管理します。 植付け後の生育の様子
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家庭
菜園

果
菜
苗
の
作
り
方
と
選
び
方
　
野
菜
作
り
は
苗
半
作

　

苗
作
り
中
の
管
理
の
良
し
あ
し
が
、
植
え
付
け
後

の
生
育
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
果
菜
類
で
は
、
苗

作
り
中
に
花
芽
分
化
が
起
こ
り
、
栄
養
生
長
と
生
殖

生
長
が
同
時
に
進
み
ま
す
。
葉
菜
類
で
は
種
ま
き
の

時
期
に
よって
は
と
う
立
ち
が
問
題
と
な
り
、
収
穫
の

成
否
に
影
響
し
ま
す
。

［
育
苗
用
土
の
条
件
］　

　

限
ら
れ
た
用
土
で
良
い
苗
を
作
る
た
め
に
は
、
良
い

用
土（
培
土
）が
必
要
で
す
。

・�

水
は
け（
排
水
性
）が
良
く
、
水
持
ち（
保
水
性
）、

肥
持
ち
に
優
れ
る
こ
と
。

・�

生
育
に
必
要
な
肥
料
養
分
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
み
、

酸
度
は
弱
酸
性
〜
中
性

（
pH
5
・
8
〜
7
・
0
）で

あ
る
こ
と
。

・
病
原
菌
、
害
虫
、
雑
草
種

子
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
。

・
土
質
が
均
一
で
安
価
、
し

か
も
入
手
し
や
す
い
こ
と
。

　

な
お
、
良
質
な
床
土
の

材
料
に
は
落
ち
葉
、
稲
わ

ら
な
ど
の
有
機
物
が
必
要

で
す
が
、
身
近
に
な
い
場

合
や
少
量
の
苗
作
り
で
は
、

市
販
品
の
利
用
が
簡
便
で

す
。
こ
れ
ら
の
用
土
は
、

気
味
に
管
理
し
ま
す
。

（
4
）慣
ら
し

　

植
え
付
け
前
に
外
気
に
慣
ら
す
こ
と
を
馴
化（
じ
ゅ

ん
か
。
※
順
化
と
も
）と
い
い
ま
す
。
手
入
れ
の
行
き

届
い
た
環
境
か
ら
気
象
の
影
響
の
大
き
い
畑
に
植
え

付
け
る
た
め
、
1
週
間
前
く
ら
い
か
ら
、
土
を
乾
き

気
味
に
し
て
、
十
分
に
光
を
当
て
て
や
り
ま
す
。　

（
5
）植
え
付
け

　

果
菜
類
は
晩
霜
の
恐
れ
の
な
い
時
期（
平
均
気
温

16
、17
度
以
上
）を
目
安
に
、逆
算
し
て
播
種（
は
し
ゅ
）

日
を
決
め
ま
す（
表
2
）。

［
良
い
苗
の
選
び
方
］

　

良
い
苗
を
購
入
す
る
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て

選
び
ま
し
ょ
う
。

・�

子
葉
が
付
き
、
茎
が
太
く
、
節
間
が
詰
ま
って
下
葉

は
厚
く
、
緑
が
濃
く
がっ
し
り
し
て
い
る
も
の
。

・�

病
気
や
害
虫
が
付
い
て
い
な
い
も
の
。

・�

ト
マ
ト
や
ナ
ス
で
は
、
膨
ら
ん
で
い
る
つ
ぼ
み
が
見
え

る
も
の
。

・�

ト
マ
ト
、
キ
ュウ
リ
、
ナ
ス
な
ど
の
接
ぎ
木
苗
は
病
気

に
強
い
台
木
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
値
段
が
少
々

高
く
て
も
作

り
や
す
い
。

�・�

ポ
ッ
ト
苗
で
は

根
が
発
達
し
、

根
鉢
が
完
成

し
て
い
る
も
の

（
図
1
）。

組
成
が
均
一
で
病
害
虫
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

［
苗
作
り
中
の
管
理
］　

（
1
）温
度

　

果
菜
類
で
は
生
長
促
進
と
花
芽
を
作
る
た
め
に
、

や
や
高
温
で
管
理
し
ま
す
。
果
菜
類
の
苗
作
り
は
気

温
の
低
い
季
節
と
な
る
の
で
、
暖
か
い
場
所
や
ト
ン
ネ

ル
内
の
育
苗
に
し
ま
す（
表
1
）。

（
2
）光

　

苗
作
り
で
は
十
分
な
光
が
必
要
で
す
が
、
春
夏
の

苗
作
り
で
は
光
が
強
過
ぎ
、
日
焼
け
を
起
こ
し
た
り
、

し
お
れ
が
生
じ
る
場
合
は
、
寒
冷
し
ゃ
な
ど
で
遮
光

し
ま
す
。
生
育
に
応
じ
て
苗
間
を
広
く
取
り
、
理
想

的
に
は
互
い
に
葉
先
が
触
れ
合
う
程
度
に
広
い
間
隔

を
取
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

（
3
）水
分

　

セ
ル
ト
レ
ー
や
ポ
ッ
ト
育

苗
で
は
用
土
が
少
な
い
た

め
、
頻
繁
に
灌
水（
か
ん
す

い
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

用
土
の
乾
き
具
合
を
灌
水

の
目
安
に
し
ま
す
が
、
ナ

ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ

で
は
灌
水
量
は
や
や
多
め

に
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
で
は

や
や
少
な
め
に
灌
水
し
ま

す
。
し
か
し
、
苗
作
り
の

後
半
に
は
、
苗
の
徒
長
を

抑
え
る
た
め
に
や
や
乾
燥

●
園
芸
研
究
家
　
　
　
　
成
松
次
郎

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

Vol.3919



女性部の活動を紹介します女性部の活動を紹介します
Color
ミセスの
色

11
5 インディアカ大会インディアカ大会

11
19 袖ケ浦3支部　日帰り研修会袖ケ浦3支部　日帰り研修会

11
7 小糸支部　料理講習会小糸支部　料理講習会11

25 君津支部　料理講習会君津支部　料理講習会

千葉市の千葉公園総合体育館で行われたJA千葉女性
部協議会主催の「JA女性部インディアカ大会」に当JA女
性部から2チームが参加し、袖ケ浦チームが優勝、小櫃
チームが5位になりました。袖ケ浦チームは昨年に続き2
連覇を果たしました。

日帰り研修会に部員25人が参加しました。東京・赤坂
の迎賓館を見学後、NHK放送博物館に立ち寄り、巣鴨で
お買い物を楽しみました。
部員の親睦を深め、活発な活動につながる研修会にな
りました。

小糸支部12人は、周南公民館で料理講習会を開きまし
た。エーコープこめ油を製造している築野食品工業（株）
から講師を迎え、こめ油を使用した「ツナと昆布の炊き込
みご飯」「春巻の簡単アップルパイ」「かぼちゃの揚げま
んじゅう」のレシピを教わりました。

君津支部9人は、富津研修センターで料理講習会を開き
ました。エーコープこめ油を製造している築野食品工業
（株）から講師を迎え、こめ油を使用した「さつまいもの
カレースープ」「柚子胡椒ドレッシング」「リンゴのフリッ
ター」などのレシピを教わりました。

プレーをする部員らプレーをする部員ら
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今日はコレで
決まり

今日はコレで
決まり

頭痛などの改善効果も期待できる栄養素です。
ビタミンEは、強い抗酸化作用や抗炎症作用が
あるため、美しい肌をつくりたい人は積極的に
食べると良いでしょう。料理が苦手な方は、冷
凍カボチャを電子レンジで加熱し、マヨネーズ
や麺つゆであえると手軽に食べられます。 
■ 長ネギ
　長ネギの白い部分に多く含まれている硫化ア
リル（アリシン）は独特の香りや辛味のもととな
る成分です。体温を高めて血行を促進させる働
きがあります。体温が下がると免疫機能が低下
し、風邪、インフルエンザなどの感染症にかか
りやすくなるので、感染症対策にもお薦めです。
斜めに薄切りにした長ネギを電子レンジで加熱
し、ごま油、鶏がらスープのもとであえるとお
いしく食べられま
す。 
　生活習慣の見直し
とバランスの良い食
生活で、冬の時期を
乗り切りましょう。

　日に日に寒さが厳しくなってくるこの頃は、
冷えに悩む方にとってはつらい時期ですね。今
回は、冷え性対策にお薦めの食べ物を三つお伝
えします。
■ ショウガ
　ショウガの辛味成分ジンゲロールには、血管を
拡張させて血行を良くする働きがあるため、冷
え性対策にお薦めの食材です。ジンゲロールは、
加熱するとショウガオールに変化します。ショウ
ガオールは胃腸を刺激し、内臓の働きを活発に
するため、生で食べるより加熱して食べると体
の中から温まるでしょう。汁物、炒め物に加え
るとおいしく食べながら冷え性対策ができます。 
■ カボチャ
　カボチャに含まれるビタミンEには、末梢（まっ
しょう）血管を拡張させて血行を良くする働き
があります。血行不良による冷え性や肩凝り、

栄養士　吉 田 理 江
食べ物で冷え性対策

スペアリブの新定番
二度づけミルクスペアリブ

牛
乳
を
つ
か
っ
て

�

お
肉
を
や
わ
ら
か
く
仕
上
げ
よ
う

材料（2人分）

スペアリブ スペアリブ   400g400g
牛乳 牛乳   300ml300ml
トマト トマト   1コ1コ
きゅうり・セロリ・にんじん きゅうり・セロリ・にんじん   各½本各½本
●ミルクはちみつみそだれ●ミルクはちみつみそだれ
　　赤みそ 　　赤みそ   50g50g
　　はちみつ 　　はちみつ   大さじ2大さじ2
　　砂糖 　　砂糖   大さじ1大さじ1
白ごま 白ごま   大さじ2大さじ2
牛乳 牛乳   30ml30ml
練りがらし 練りがらし   大さじ1大さじ1
●さんしょう塩●さんしょう塩
　粉さんしょう・塩 　粉さんしょう・塩   適宜適宜

出典●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

A

作り方
1. スペアリブは牛乳に30分ほどつけ、牛乳につけたまま蒸し

器で20分間蒸す。
2. トマト、きゅうり、セロリ、にんじんは食べやすい大きさに

切っておく。
3. みそだれをつくる。鍋にAを入れてよく混ぜ、強火にかけて

つやが出るまで練る。
4. 香ばしくいったごまをすり鉢ですり、3を加えてよくなじませ

たら牛乳、練りがらしを入れる。
5. １のスペアリブは、油をひいたフライパンで両面に焼き色を

つける。野菜とともに器に盛り、4、さんしょう塩を添える。
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畦
道
の
向
こ
う
に
映
え
る
冠
雪	

鈴
木　

毅

新
年
に
皆
が
願
う
は
幸
の
み
と	

田
島　

博
海

枇
杷
咲
い
て
空
は
高
き
に
落
ち
着
け
り	

道
譯
み
ど
り

救
急
へ
向
か
ふ
夜
闇
の
冬
木
立	

本
吉　

孝
雄

晩
秋
に
第
二
人
生
泰
然
と	

佐
久
間
秀
夫

俳
句
知
り
ボ
ケ
防
止
に
と
山
粧
う	

佐
久
間
文
子

風
さ
へ
も
ダ
ム
湖
い
ろ
ど
る
菊
ま
つ
り	

相
川　

新
一

観
音
の
ご
加
護
に
感
謝
年
暮
る
る	

伯
ケ
部
喜
久
男

貧
乏
く
じ
引
い
て
納
ま
る
世
の
も
つ
れ	

藤
倉
冨
二
夫

巡
り
合
い
心
ひ
か
れ
て
探
り
合
ひ	

森
中　

川
門

人
不
足
寡
黙
に
働
く
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト	

石
井
富
美
江

Aエ
ー

Iアイ
に
嫁
へ
の
言
い
訳
聞
い
て
み
る	

石
井　

敏
雄

雪ゆ
き
あ
ら
れ霰
春
蠟ろ

う

梅ば
い
も
身
を
縮
め	

三
澤　

義
郎

今
月
の
ふ
う
り
ゅ
う
び
と

作品は毎月1日までに○月号と記入して
楷書で漢字にはふりがなをお願いします。
尚、誌面の都合上掲載できない場合も
ありますのでご了承ください。	

南国パパイヤに南国パパイヤに
実がついた！実がついた！
田辺　幸一さん
（君津市長谷川）

皇帝ダリア「ハイブリッド」の皇帝ダリア「ハイブリッド」の
花が次々と咲き、綺麗花が次々と咲き、綺麗

Ｈ・Ｔさん
（君津市南子安）

冬空に帯状2本の波状雲冬空に帯状2本の波状雲
洋子さん

（君津市貞元）

珍しい写真を
募集しています。みずきの

� 写真館

令和６年度ＪＡ共済千葉県小・中学生
「書写」「交通安全ポスター」コンクール入賞者（敬称略）

袖ケ浦市立蔵波小学校
３年　飯塚　愛椛

交通安全ポスターコンクール　金賞書写コンクール　金賞（半紙の部）

富津市立大貫小学校
１年　毛利　結音

君津市立周南中学校
２年　髙野　暖乃
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き解謎 直売所のお買い物券が
 抽選で当たる

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

正解の方の中から抽選で10名様に直売所「味
楽囲さだもと店」・「味楽囲おびつ店」・「ゆりの里」
どこでも使えるお買い物券をプレゼントします。

当選おめでとうございます。（敬称略）

★応募方法

①答え
②住所（郵便番号）
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥�みずきの感想
・近況・ふだん考えていること

292−114
7
君
津
市
塚
原
185

Ｊ
Ａ
き
み
つ

　

総
務
部
組
織
対
策
課
係

山田　茉穂	 （君津市）
三澤　静香	 （君津市）
錦織仁一郎	 （富津市）
作本　京子	 （富津市）
大木　和明	（袖ケ浦市）

鈴木　松男	 （君津市）
相川多津子	 （君津市）
嶋野恵美子	 （富津市）
福澤　奈珠	（袖ケ浦市）
田中　由高	（袖ケ浦市）

応募総数
� 163通

正解者数�
� 163通

立
冬
の
夜
空
の
星
の
き
ら
め
き
は	

	
	

き
れ
い
な
れ
ど
も
寒
さ
を
知
ら
す	

三
上　

芳

君
恋
し
二
人
手
を
と
り
初
詣	

	
	

今
は
悲
し
き
あ
の
日
の
想
い	

田
島　

博
海

子
等
の
言
う
禁
句
の
言
葉
墓
じ
ま
い	

	
	

我
れ
無
き
後
に
と
住
職
の
温
情	

和
田
み
つ
子

友
に
宛
て
結
ぶ
言
葉
は
健
や
か
に	

	
	

ラ
イ
ン
彩
る
絵
文
字
の
HA
P
P
Y
♪	

山
口　

睦
子

旧
友
と
語
り
尽
く
せ
ぬ
一
夜
は	

	
	

内
海
に
寄
す
る
月
光
を
眺
め
つ
つ	

豊
蔵
え
み
子

内
房
の
海
は
静
か
に
寄
せ
く
る	

	
	

佇
み
な
が
ら
叔
父
叔
母
想
い
し	

鳥
飼　

歌
子

長
縄
で
大
波
小
波
歌
い
つ
つ	

	
	

順
番
守
り
跳
ぶ
五
人
の
子	

宮
川　

智
子

戦
争
に
明
け
暮
れ
し
日
の
幼
な
子
は	

	
	

声
大
に
し
て
「
戦
争
は
い
や
」	

横
室　

祥
子

※ご応募いただいた作品（文芸・写真など）は返却できません。
※投稿は毎月１日に締め切らせていただきます。
※ 誌面の都合上、掲載できない場合もございます。予めご了承

ください。
※風流人の投稿もあわせてご確認ください。

住所・氏名・電話番号を明記の上、「JAき
みつ組織対策課係」までお寄せください。

（おたより・写真館・風流人）
 投稿募集中です！

①�郵送
〒292ー1147 君津市塚原185
②�メール
mizuki@ja-kimitu.or.jp

※�写真館は、郵送か
　メールでお寄せください。0439（32）5671

③�FAX

二重マスの文字を A 〜 E の順に
     並べてできる言葉は何でしょうか ?

1	宝船の絵を枕の下に入れておくとよいものが見られるとか
2	窓を開けて取り込みます
3	カード式のホテルもあります
5	中東の国のひとつ。首都はテヘラン
6	きねと臼でつくもの
8	「本の虫」と呼ばれることも
12	七草を入れて炊くことも
13	初詣で一年の――を祈った
14	「見通しがきく」ことを願っておせち料理に入れます
15	マスカラを付けるところ
16	脊椎動物にはあります
17	「Rがつかない月には食べるな」といわれる貝
19	耳が冷えないようにイヤー――をつけた

1	

年
賀
状
を
コ
レ
か
ら
S
N
S
な
ど
に
切
り

替
え
る
人
も
増
え
ま
し
た

4	

サ
ト
イ
モ
の
親
芋
の
ま
わ
り
に
で
き
ま
す

7	

コ
ー
ト
な
ど
に
用
い
る
毛
織
物

9	

こ
こ
で
話
し
て
い
て
も
―
―
が
あ
か
な
い

か
ら
見
に
行
こ
う

10	

し
ん
し
ん
と
降
り
積
も
る
も
の

11	

箱
根
駅
伝
は
10
――
、
計
2
1
7
.1
km

で
競
い
ま
す

13	

さ
ん
ず
い
、
う
か
ん
む
り
な
ど

15	

ほ
う
き
に
乗
っ
て
飛
べ
る
と
か

16	

10
を
3
回
か
け
合
わ
せ
る
と

17	

縁
起
を
か
つ
い
で
食
べ
る
受
験
生
も
い

ま
す

18	

お
せ
ち
料
理
に
入
れ
る
紅
白
の
食
材
と

い
え
ば

20	

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
―
―

の
王
様
で
す

21	

可
燃
で
は
あ
り
ま
せ
ん

�11月号の
答　え シ レガ キホ

LINE公式アカウントから
応募ができる
ようになりま
した !

締切 は 11 3131（金）
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貸家・アパートの資料請求、土地の売買、法律・税務
相談などのお問い合わせは

空いている貸家・アパートご紹介ください。
仲介いたします。お気軽にご相談ください。

随時お受けします

法 律 相 談 実施します
1月15日（水）13：00～15：00	 周 西 支 店	
1月22日（水）10：00～12：00	 袖ヶ浦支 店 	

税 務 相 談
※法律・税務相談は事前予約が必要です。

JAきみつ不動産センター
君津市久保１−４−１

 ☎ 0439−55−3201
千葉県知事（1）第17718号（一社）千葉県宅地建物取引業協会会員

（公社）全国宅地建物取引業保証協会会員
（公社）首都圏不動産公正取引協議会加盟店

貸家・アパート情報
車検整備

車のことなら
JAきみつの
自動車整備工場へ

車検工賃
普通車 ¥10,000円引き
軽自動車 ¥5,000円引き

●引取
●納車

●代車

●各種お見積り

4つの
無 料
サービス

新規入庫
さらに

で

新車販売 一般修理 鈑金修理

君津自動車整備工場
（自動車統括センター）
☎0439-52-4941
富津自動車整備工場
☎0439-87-0306

ア
パ
ー
ト

家
賃

君津市東坂田　２K 敷　金　2ヶ月
礼　金　なし
共益費　1,000円
P代月3,000円、駅近41,000円

家
賃

富津市大堀　３ＤK 敷　金　2ヶ月
礼　金　なし
共益費　なし
メゾネットタイプ
駐車2台可50,000円

一
戸
建
て

家
賃

君津市下湯江　２K 敷　金　2ヶ月
礼　金　なし
共益費　なし
簡易水洗38,000円

家
賃

君津市北子安　２K 敷　金　2ヶ月
礼　金　なし
共益費　なし43,000円

きみつ農林漁業団体退職者の会きみつ農林漁業団体退職者の会
親睦旅行親睦旅行

11
12

　参加した会員23人は、渋沢史料館の見学
や明治神宮の参拝、再開発が進む渋谷駅周
辺の散策を楽しみました。

年金友の会 親睦旅行年金友の会 親睦旅行

富津支部

富士山麓　満喫の旅富士山麓　満喫の旅10
16 会員37人が参加しました。

　君津市作木の君津グラウンド·ゴルフ場で、第9回「JAきみつ
親善グラウンド·ゴルフ大会」を開きました。当日は、支部大会の上
位入賞者や各支部から推薦された会員、JAの常勤役員など86
人が参加しました。参加者は、会員同士の親睦を深め、白熱し
たプレーを繰り広げました。

成績発表（敬称略）
優　勝　案納　龍男（君津支部）
準優勝　中村　芳昭（小櫃支部）
第 3 位　山田　勝　（小糸支部）

親睦を深め元気にプレー親睦を深め元気にプレー
第９回　ＪＡきみつ第９回　ＪＡきみつ
親善グラウンド·ゴルフ大会親善グラウンド·ゴルフ大会

11
7

令和６年度　令和６年度　
テラーコンクールテラーコンクール

11
1

　金融部は、組合員・利用者のニーズに合わせた提案・
対応力の強化と満足度向上を目的に「テラーコンクー
ル」を開催し、テラー12人が出場しました。

最優秀賞　石井　真代（袖ヶ浦支店 金融共済係）
優 秀 賞　西郡　舞（平川支店 金融共済係）

※最優秀賞の石井さんは県大会に出場しました。
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JAきみつの組合員
 （令和６年１０月３１日現在）

組 合 員 数 … 21,957人
　正組合員 …10,885人
　准組合員 …11,072人
　組合員資格（出資金名
義など）に変更があった
場合は、お手続きが必要
となります。
　詳しくは最寄りの支店
窓口にお問い合わせくだ
さい。

第
12
回
理
事
会
（
11
月
26
日
開
催
）

理
事
会
報
告

�▼
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
一
部�

改
正
に
つ
い
て

�▼
令
和
７
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

理
事
会
表
彰

小櫃支店・小櫃経済センターで小櫃支店・小櫃経済センターで
防災訓練防災訓練

11
13

　「地域・農業活性化積立金」を活用し、末吉・俵田
の米低温倉庫のドアを設置しました。倉庫の保全性を
高めることで近年の猛暑による影響を最小限に抑え、
農産物の品質維持と組合員の利便性を向上しました。

　君津市消防本部の協力のもと、防災訓練を行いました。有事
に備えて職員の役割分担や避難経路を確認。その後、水消火
器による消火模擬訓練を実施し、消防署員から消火器の使い
方を学びました。

12/30
（月）

12/31
（火）

1/1（水）
～ 2日（木）

1/3
（金）

1/4
（土）

1/5
（日）

1/6
（月）

本　店
支　店
農機統括センター
整備工場（農機・自動車）
介護センター
不動産センター
経
済
セ
ン
タ
ー

小櫃経済センター
小糸経済センター
平川経済センター

8：30 ～
12：00

富津経済センター 8：30 ～
12：00

購
買
店
上総購買店
天羽購買店

9：00 ～
12：00

直
売
所

味楽囲おびつ店 9：00 ～
15：00

味楽囲さだもと店
ゆりの里

9：30 ～
15：00

給
油
所

ジャスポート
おびつ・こいと・さだもと

8：00 ～
19：00

8：00 ～
17：00

8：00 ～
17：00

天羽給油所

※営業時間については、ホームページをご覧いただくか各事業所にお問い合わせください。

通常営業 …◦　休業 …×年末年始業務年末年始業務ののお知らせお知らせ

白井　沙枝
（周南支店　金融共済係）

スマイルサポーターの部
自動車共済  グレードアップ・ＬＡ連携部門

敢闘賞

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

Ｊ
Ａ
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

Ｊ
Ａ
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

Ｌ
Ａ
コ
ン
ク
ー
ル
千
葉
県
大
会

Ｌ
Ａ
コ
ン
ク
ー
ル
千
葉
県
大
会
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2025年は巳年。ヘ
ビは脱皮しながら成
長するため「生命」 
や「再生」の象徴と

されており、巳という漢
字には平和の

意味があります。
地震や猛暑、物価高など

激動だった2024年。
皆さまにとって平和な一年

になりますように。 桐ヶ谷桐ヶ谷

曜日 2025 年 1月
午前

10：00 ～ 11：30
午後

13：00 ～ 14：30

火 7・14・28 旧清和支店
（君津市西粟倉 115）

自然休養村管理センター
（君津市大岩 286）

水 8・15・29 旧富津支店
（富津市富津 1470）

木 9・16・30 旧峰上支店
（富津市関尻 468）

関豊ふれあいシニア館
（富津市豊岡 1355-1）

移動金融店舗 運行スケジュール

飯山さんご家族飯山さんご家族

10月に開いたサツマイモ収穫体験の感想の10月に開いたサツマイモ収穫体験の感想の
ハガキが会員の皆さんから届きました。一部をハガキが会員の皆さんから届きました。一部を
ご紹介いたします。ご紹介いたします。
※匿名希望のハガキは名前の紹介を省略しています。※匿名希望のハガキは名前の紹介を省略しています。

ＪＡ共済ＪＡ共済
アアンンパンパンママンン
こどもくらぶこどもくらぶ

鈴木さんご家族鈴木さんご家族

吉
野
さ
ん
ご
家
族

吉
野
さ
ん
ご
家
族

平
野
さ
ん
ご
家
族

平
野
さ
ん
ご
家
族

佐
藤
さ
ん
ご
家
族

佐
藤
さ
ん
ご
家
族

伊
東
さ
ん
ご
家
族

伊
東
さ
ん
ご
家
族

井
嶋
さ
ん
ご
家
族

井
嶋
さ
ん
ご
家
族

森
さ
ん
ご
家
族

森
さ
ん
ご
家
族

島津さんご家族島津さんご家族

訂正とお詫び
12 月号の掲載内容に下記のとおり、�
誤植がございました。訂正するととも
に、謹んでお詫び申し上げます。� �
3 ページ　農業まつり　抽選引換券
誤：２０２５　正：２０２４

※運行予定日が祝日の場合は休業となります。
※ 天候不良や車両整備で運行ができない場合や、災害などが発生し、

被災地より派遣の要請があった場合は臨時休業となります。

※�1/21~23は車両メンテナンス�
のため休業となります。


